
今年は、猛暑と豪雨災害で地球環境が悲鳴を上げた夏になりました。コロナ禍で中断していた福祉会夏祭りを 6年 

ぶりに再開させ、これを契機にいつもの日常を取り戻せたらと願っております。 

本年度、ぎんが福祉会は皆様のご支援により創立 30周年を迎え、7施設・15事業を展開して山梨県の障害福祉の 

分野で実績を積み上げ責任も重くなってきました。一人一人が社会の大切な構成員として尊重され、すべての人々と共 

生して暮らせる地域社会を目指そうと歩んできましたが、共感の輪も少しずつ深まり地域にとって掛け替えのない福祉 

施設として成長してこれた事に感謝しております。利用者・家族・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・行政・地域の皆様のご支援・ご協力に心よ 

りお礼を申し上げます。職員の皆様には今日まで様々な困難の中で創意工夫を発揮され、献身的に利用者の皆様を 

支援され奮闘されてきた事に感謝致します。 

信玄：武田節に「人は石垣、人は城」の詞がありますが、人こそ宝であり 30年の歴史の中で多くの方々にお世話に 

なりました。代表として 3名の方をご紹介しお礼を申し上げたいと思います。 

まず、故・望月伸征様にはコスモスの施設長として、誰にでも公平に暖かい心遣いで指導され、施設の礎を築かれ 

輝かしい足跡を遺されました。心からの感謝と哀悼の誠を捧げたいと思います。元施設長の薫陶と遺志を継がれた若 

き職員の方々が各施設の幹部へと成長され誠に強く思います。  

次に、故・佐藤昇(株式会社ｱﾙｺ社長）様には長年に渡り当福祉会の後援会長として明るい笑顔で力強く応援して 

下さいました。また、全施設の保守・点検を細部にわたり尽力して頂きました。 

そして、岩島義男様には創立 30年来、福祉会の全施設の設計・管理を無償で携わって頂きました。86歳になられ 

現在もﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動で暖かい眼差しで利用者を励まして頂いております。 

福祉会の発展にこの 3名の方の献身的な奮闘とお力添えがあった事を忘れる事は出来ません。 

さて、近年は気候変動による地球環境の悪化・ｺﾛﾅ感染など感染ﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸの危惧・大国の介入による国際紛争や 

核の危機・経済格差による貧困と分断・多様性の否定と人権侵害・ＳＮＳ上でのﾌｪｲｸ暴発と陰謀論など私達の世界は 

大変危険で困難な状況に直面しています。昨年度は被団協がﾉｰﾍﾞﾙ平和賞を授賞され核兵器廃絶の運動が高まり 

ました。今年は戦後 80年で不戦と平和の誓いとして憲法 9条の精神を推進することが一層大切になってきました。 

障害福祉運動と平和運動は同根であり、今後とも皆様と力を合わせ命と暮らしを守る活動を更に前進させ住み良い地 

域づくりに貢献したいと願っています。  

2025年 9月 30日   理事長 小松 攻 
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 ⚫ ぎんが工房 障害福祉サービス（就労継続Ｂ型・生活介護・日中一時） 

⚫ きららベーカリー 障害福祉サービス（就労継続支援 B 型） 
⚫ コスモス障害者支援施設（施設入所支援・生活介護・短期入所・日中一時） 
⚫ コスモス通所 障害福祉サービス（生活介護） 
⚫ びゅー 居宅介護・行動援護・移動支援・日中一時支援 等 
⚫ きらり 放課後等デイサービス 
⚫ 相談室りゅうおう障害児者相談支援・自立生活援助・地域移行支援等 
⚫ 雀のお宿Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 共同生活援助 

⚫ 雀のお宿 認知症高齢者グループホーム 

⚫ おひさま 障害福祉サービス（生活介護） 

⚫ みなぼし 障害福祉サービス（生活介護） 
⚫ らしりば 障害福祉サービス（就労継続支援 A 型） 

⚫ ミラテラス 共同生活援助 

社会福祉法人 ぎんが福祉会 
〒400-0118 山梨県甲斐市竜王 267-3 
TEL 055-278-2266 FAX 055-278-2267 

第 45 号【年 2 回発行】 
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令和 6 年 1 月に導入した PayPay は、現在店舗のみでなく、お客

様のニーズにより、外販売の 3 コースでも利用できるよう、今年度タ

ブレット端末(iPad)を導入しました。8 月からは、甲斐市のプレミアム

商品券が PayPay と連携したため、お客様の利用状況も格段に増え

つつあります。 

店舗での利用件数は、昨年 2778 件、今年 8 月までで、すでに

2076件、外販売 3コースは 1269件。キャッシュレス時代を反映する

PayPay 利用者の増大で、福祉施設としてはお金のやり取りなく決済

できるので、利用者の皆さんも間違いがなく販売できるメリットがあり

ます。 

ぎんが工房 

6 月 28 日㈯今年の旅行は 3 コースに分かれて行ってきました。白樺湖ファミリーランドコースでは、午前中 4

グループに分かれて遊園地で遊びました。メリーゴーランドやゴーカート、森林鉄道などに乗車して自然を楽し

みました。[湖畔の風]での昼食後は各自でリフト、ボート、ジェットコースターなどを選び、翌日まで声をからすほ

ど絶叫して楽しんだ人もいました。山梨より涼しい長野での 1 日を満喫できました。河口湖ハーブフェスティバル

とそわ迦のランチコースでは、まず一面のラベンダーと大きな富士山をバックにパチリ。青い空の下で美味しい

空気を吸ってリフレッシュ。ランチは雑誌に載るようなお洒落なイタリアン。柔らかなお肉(鶏・豚・牛)とインスタ映

えするデザートを食べて満腹になりました。河口湖でお土産を買って自然と食を楽しむ１日を過ごせました。 

甲州市桃狩りとバーベキューコースでは笛吹市にある浅間園で桃狩りをしました。山梨に居ながら初めて桃狩り

にチャレンジする人がほとんどでした。どれを取ろうか 1つ 1つの桃と本気でにらめっこ。自分で採った桃は格別

だったでしょうね。バーベキューでは焼きたての美味しいお肉と新鮮な野菜を食べて、満腹になりました。帰りに

桔梗屋本店にも寄りながら、楽しい食を味わった１日になりました。どのコースも帰りの車では笑顔があふれ、ぎ

んが工房で過ごすのとは違う１日を楽しく過ごすことが出来ました。 

河口湖ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとランチコース 桃狩りとバーベキューコース 白樺湖ファミリーランドコース 

きららベーカリー

 



 おひさまは今年で開所 10周年を迎えました。これもひとえに皆様の温かいご支援とご協力のおかげです。 

心より感謝申し上げます。 

7 月 5 日、10 周年のお祝いにディズニーランド旅行へ行ってきました。今回一番人気だったフィルハーマジック

では、眼鏡をかけて飛び出す映像と楽しい音楽に夢中になり、思わず手を伸ばしてしまう利用者もいました。ウェス

タンリバー鉄道、マークトウェイン号ではゆっくりと景色を楽しみ、スプラッシュマウンテン等の絶叫系は職員と一緒

に大騒ぎ！！始まったばかりのベイマックスのミッション・クールダウンは水を浴びて夏ならではのパレードを堪能。 

キャラクターと写真を撮ったりポップコーンを食べたり、カチューシャを購入したりと時間がいくらあっても足りない

程です。昼食は『イーストサイドカフェ』と『北斎』を予約して涼しい部屋でゆっくり食べることが出来ました。 

とても暑い日でしたが奇跡的に空いていたので想像以上にアトラクションに乗ることができ、 

大満足の一日になりました。 
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今年も猛暑が続き、毎日うだるような暑さでしたが皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

みなぼしは2年目を迎え、2名の新しい利用者も増えました。暑さに負けずみなさん元気に過ごされています。3

月に種から育て始めたきゅうりの苗も大きくなり、プランター栽培を始めました。できた野菜は利用者のみなさん

で収穫し、塩もみなどにしておいしくいただきました。8 月には昭和町にある「みらいファーム」の方々を招待し、

みなぼし初の交流会を行いました。カラオケではみなさんそれぞれの十八番を熱唱され、大盛り上がりでとても

楽しいひとときとなりました。 

また、コスモスで行われた移動プラネタリウムに参加し、幻想的な星空を満喫してきました。室内レクでは夏祭

りを実施、水鉄砲の射的ではみなさん夢中になって景品をゲットしていました。熱中症対策のため外出が少な

い日々が続いていますが、室内で楽しめるようなレクや活動を職員や利用者のみなさんで考え楽しく過ごして

います。今年は、山梨県障害者文化展に初出展します。どうぞお楽しみに！ 

おひさま 

楽しいな♪ 



ミラテラスでは、週末にボランティアで音楽レクリエーションをされている「ほうとう娘」さんをお招きしました。ピ

アノ・ヴォーカル・パーカッションを担当する 3 名による演奏で、トトロの「さんぽ」や美空ひばりの「川の流れのよ

うに」など年代に合わせた曲が披露され、とても賑わいました。手作りの被りものを付けて歌われたり、見ている

だけでも楽しい雰囲気に包まれ、自然と手拍子が広がり思わず立ち上がって体を揺らす方も見られました。さら

にその場で突然のリクエストの「踊るポンポコリン」も即興で歌ってくださり、大いに盛り上がりました。最後はみん

なでスイカを味わいながら「次はこの曲がいいね」とすでに次回のリクエストをされていた利用者もいました。 

音楽と笑顔に包まれた時間となりました。 

8 月には地域で開催された夏祭りに参加しました。ペットボトルで作られたキャ

ンドルの点火式があり、日が暮れるにつれてほのかな灯りが並び、幻想的な雰囲

気を楽しむことができました。キッチンカーの料理を楽しんだり、音楽や太鼓の演

奏に耳を傾けたりと、それぞれのペースで夏祭りを満喫されていました。特にキャ

ンドルの光が揺れる様子には「きれいだね」と声を上げる方も多く、心に残るひとと

きとなりました。地域の方々との交流もあり、普段とは違う賑やかな時間を共有で

き、とても良い思い出になりました。 

 迎えた当日、初参加ということで職員も利用者も

少し緊張しながらのスタートでしたが、いざ準備が

始まると息の合った連携で、手際よく出店の準備

が整いました。フランクフルトの香ばしい香りと、カ

ラフルなゼリーの鮮やかな色合いに、多くのお客

様が足を止めてくださり、特にフランクフルトは大

盛況で、あっという間に売り切れてしまいました。

利用者の皆さんも呼び込みや盛り付けなど、それ

ぞれの持ち場で活躍し、笑顔があふれるひと時と

なりました。 

初めての挑戦でしたが、互いに協力し合いなが

ら楽しむことができ、大きな達成感と次回への意

欲につながる貴重な経験になったのではないかと

思います。 

今年は法人内で 6 年ぶりに開催されたぎんがフェスティバルに、らしりばとして初めて参加することになりま

した。出店メニューはフランクフルトとカラフルなゼリードリンク。特にゼリーは見た目の華やかさを出すため、

様々な食材や色合いを試しながら、何度も試作を重ねました。もちろん味にもこだわり「もっとこうしたら？」な

ど意見を出し合い、失敗と改善を繰り返しながら完成に近づけていきました。 
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4月の暖かい日に、桜を観に外出しました。コスモスから大きな車をお借りして、2グループに分かれての外  

出でした。桜の季節は、春の陽気に誘われてウキウキした気持ちになり皆さんの表情が変わります。 

5月は誕生日を迎える方が多く、合同誕生日会を開催しました。誕生日を迎える方たちが、自ら「誕生日ケー 

キ」を作り楽しい会を催す事ができました。 

ぎんがフェスティバルには参加できませんでしたが、お祭り用に夕食を少しだけ豪華にして楽しんで頂きま 

した。また、夕食が終わり就寝準備に入ろうとする時に大きな音がして窓から外を眺めると、コスモスの方向から

綺麗な大きな花火が打ち上がり、みんなで見る事ができました。素敵な夏の一夜でした。 

 ぎんがﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙや敬老の日などの特別な食事の日には職員手作りの「お品書き」が食事に付きます。 
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皆さん、お変わりなく元気に過ごされています。 

今年度、新しい生活に踏み出した 3名の方がおられます。支援学校を卒業した 2名は社会人になり働き始め、

慣れない環境の中で半年が過ぎました。眠そうな顔で出勤されたり、楽しそうな様子で「行ってきます」と言い出

かけたりと様々です。一般企業に就職した Y さんは、自転車で出勤し、帰宅すると元気よく「ただいま」とその日

の仕事についての話をしてくれます。毎日のお弁当は自ら作り、おかずの一例としては〝から揚げ〟と〝ほうれ

ん草のソテー〟などです。いろいろなメニューを取り入れ少しづつ手作りできるよう、一緒に取り組んでいきたい

と思います。 

6 年ぶりのぎんがフェスティバルは、天候が少し心配でしたが、とびきりの笑顔で皆さん出かけていきました。

金魚すくいの金魚とポップコーンをお土産で職員に買ってきて下さる方、模擬店で購入したドライカレーと焼き

そばを美味しそうに食堂で食べている方、「お腹、減っちゃった・・・」と話す方。皆さんそれぞれ楽しい夏の思い

出をつくられた様子です。 



 入所では 4 月にドラゴンパークへお花見に行きました。感染症拡大の影響

で外出が出来なかった事もあり、久々の散歩を楽しみました。 

6.7 月には七夕に合わせて折り紙を使い『天の川』を作成しました。利用者

みんなで作り、とても良い仕上がりになったと思います。短冊には願い事や抱

負を書きました。 

 9 月 13 日には待望のぎんがフェスティバルが行われました！利用者、職員

全員で盛り上げ楽しみながら参加しました。入所ではくじ引きの模擬店を出

店し多くのお客様が楽しそうにくじを引いていました。。利用者の皆さんは模

擬店巡り、ステージの観覧、ご家族ご友人と過ごされるなど各々が楽しいひと

時を過ごされていたように思います。 

 下半期も感染症に負けずに利用者の皆さんが楽しめるﾚｸﾘｴｰｼｮﾝなどを行

っていこうと思っています。 
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8 月の納涼会は、例年とは一味違う納涼会を楽しんでいただくため、少し思考を変えプラネタリウムの上映会

を開催しました。リハビリ室が夜空へと変わり天井に映し出されたロケットに乗って空の旅へと出発！！夏の大

三角形や天の川・土星の輪をくぐり抜けて木星にも行きました。利用者の生まれ星座が映し出され、それぞれ

に名前を呼ばれると、大きな声で返事をしたり、手を挙げたり、恥ずかしそうに笑ったり…。皆さんリラックスした

ムードで、満天の星空に吸い込まれるように眺めていました。大きな声援と笑い声が通所ルームにも響き渡り、

幻想的な旅になり、良い時間が過ごせたのではないでしょうか。 

また、午後はスイカ割りを楽しみ、皆さんの応援とアドバイスのおかげで、最後は力を合わせてスイカを割るこ

とが出来ました。割れたスイカは、皆さんで美味しく頂きました。 

 

最近調子どう

かな？ 

甘くて美味しい

‼ 
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  今年は例年以上に暑さが厳しく、熱中症にならないよう注意しながら支援にあたりました。 

個別支援として 6 月には路線バスを使って、敷島営業所から甲府駅まで外出しました。大好きなバスに乗れ

て、楽しそうに窓から景色を眺めていました。甲府駅に到着すると周辺を散策し、新しくできたばかりの小江戸甲

府花小路へ行きました。当時の街並みが再現されていて、とても綺麗で写真も沢山撮りました。中には飲食店な

どお店もいくつかあり、その日は暑かったので桔梗屋の信玄ソフトを買って食べました。また近くのココリに移転

した岡島百貨店にも足を運びました。以前と比べると店内の雰囲気やお店もガラリと変わっていて、見てまわる

だけでも楽しめました。また昼食はステーキガストでハンバーグやサラダをお腹いっぱい食べました。色々な事

があった盛りだくさんの 1日になりました。 

日々の支援では利用者と一緒に公園でウォーキングをおこなったり、ドライブを楽しんだりもしています。ある

日の支援中に農家の方から美味しい桃をいただき、その場で食べさせてもらいました。ご馳走さまでした。これ

からも利用者の皆さんと楽しい時間を過ごしていきたいと思います。。 

 

 きらりの子どもたちは今年の夏休みも元気いっぱいに過ごしました。夏休みと言えばプールです。日除けを

設置して暑さ対策を万全にして臨みました。最初は水に入るのが怖くて職員にしがみついて離れられなかっ

た子も、夏休みの終盤では少しずつ水に慣れ、足で水を蹴って遊べるようになりました。 

 外出は 2回企画し、1回目は山梨県立文学館へ行きました。クイズに挑戦して景品をもらって、記念のハン

コも押してきました。休憩スペースがあったので、ジュースやお茶を飲んでゆっくり休むことができました。2回

目はマクドナルドにお昼ご飯の買い物に行きました。昨年初めてマクドナルドのハンバーガーを食べた子が

今年も挑戦しましたが、昨年よりたくさん食べられて大満足の表情でした。 

 調理活動はうどんを作りました。トッピングはワカメ、カニカマ、たまご、オクラを用意して、好きなトッピングを

選べるようにしました。おかわりをたくさんしたのでうどんは完食、トッピングもほとんど残りませんでした。 

 夏休みは暑い日が続いて外出が少なくなってしまいますが、来年も子どもたちにとって楽しい夏休みにな

るように活動を企画したいと思います。 



理学療法士編 

現在 4月よりコスモスには男性の山本 PTと女性の渡邉 PTが常勤で在籍しています。コスモス入所とコスモス通所利用

者の機能訓練を担当しながら、おひさま・みなぼし・雀のお宿・ぎんが工房にも足を運び、100 名ほどの利用者の皆さんと

関わっています。二人とも前職では医療機関に従事しながら医学の発展に貢献し最新の運動療法技術・治療技術を習

得しています。身体障害に関わる分野では、まだまだ効果のない古い動作訓練が多く、他では誤用性症候群による医原

病を疑うような所見も多く見受けられます。 

身分法の中で医療は①医業と②医業類似行為に分類されます。医業は医師、歯科医師、看護師、理学療法士、作業

療法士が属し、医業類似行為にあん摩マッサージ師、はり師、きゅう師、柔道整復師が属しています。医療以外の整体、

カイロプラクティックなどもあります。基本的には、学んでいる学問範囲や使用する治療技術と対象が異なります。医学の

歴史を見るとマッサージは 2000 年以上前から使用されていて、近年では 1950 年以降の伝統的運動療法技術、1960 年

以降の神経生理学的アプローチ、1970 年以降の関節運動学的アプローチへと発展し、現在では 2000 年以降に発表さ

れている最新の治療技術が使用されています。一方で健康増進とか疲労回復のためのあん摩マッサージは、あん摩マッ

サージ師のためのもので、脱臼・骨折の患部に対する施術を除けばみずからの判断でこれを行なう権能を与えられてい

ますが、理学療法士が物理療法として同じマッサージをすることは許可されていません。 

理学療法は身体に障害のあるものに対して基本的動作能力の改善を図ります。手段として①物理療法②運動療法（治

療的運動）③基本的動作訓練を行ないます。物理療法の目的は①疼痛の軽減②循環の改善で温熱療法や寒冷療法な

どが用いられます。理学療法士の行なう医療マッサージは浮腫除去マッサージとして物理療法に含まれます。運動療法

は、単に運動を行なうことではなく治療的な目的を持った運動を行ないます。その目的は①関節内運動の改善②関節可

動域の維持・改善③筋力の維持・増強④持久性の維持・改善⑤協調性の維持・改善⑥全身生理的機能（呼吸器・循環

器）の維持・改善が挙げられます。基本的動作訓練では寝返り、起き上がり、立ち上がり、歩行といった日常生活に必要

な基本的といえる動作を改善します。ここではできない動作を繰り返し反復することで結果的にできるようになるといった

練習の意味合いは無く、いま既にできる動作を反復して習熟度を上げる、安全に安定して動作を遂行させるということが

本来の訓練目的になります。我々、理学療法士は古い動作訓練から脱却し、関節変形や拘縮の治療と予防を行ない、可

能な限り動作能力を改善できるように働きかけています。 

＊編集後記＊    

今年はぎんが福祉会設立 30年という節目を迎え、コロナ禍を経て先日 6年ぶり

に『ぎんがフェスティバル』が開催されました。多くの方々にご来場いただき職員

一同感謝申し上げます。これも皆様のご理解・ご協力があったからだと心に刻み、

今後も皆様のご支援のもとぎんが福祉会を盛り上げていけますよう職員一丸となり

頑張って参りますので宜しくお願い致します。今回も記事作成にあたり大勢の皆

様にご協力いただきありがとうございました。≪広報委員一同≫ 
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